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学生の力で産業団地の魅力を発信

  　横浜金沢臨海部産業団地は、住工混在など
の解消を目的に埋め立てられた産業集積エリア
です。製造業、卸・小売業、運輸・物流業を中
心に約 1,000 社を超える企業や事務所が集まる
日本最大級の「ものづくりの街」として知られ
ていましたが、昨今は少子高齢化や人口減少に
伴う労働力不足や事業継承者問題などに直面し
ていました。
　国際総合科学部経営学コースの芦澤ゼミでは
経営学を実践的に学ぶことを目的としたアク
ティブラーニング型の教育を取り入れており、
平成 27 年度に金沢産業振興センターで開催さ
れた「PIA フェスタ」に出店しました。その中
で「一過性ではなく、継続性のある町おこしの
基盤となるようなイベントを開催したい」とい
う声が上がり、平成 28 年度は出店に加えて、
地元企業を知ってもらうための参加型ワーク
ショップ「Aozora Factory」を企画・運営しま
した。さらに、平成 29 年度からは教員地域貢
献活動支援事業の取組として「Aozora Factory
を通じた地域づくりと臨海部産業団地の魅力発
信」事業を新たにスタートさせ、産学官連携で
産業団地の魅力を発信する体験型イベント

Aozora Factory を通じた
産業団地の魅力を発信

新たなイノベーション（価値）の
創出を目指して

「Made in 金沢区」の驚きと感動を伝える
ワークショップを出展

　横浜金沢臨海部産業団地は 1970 年代に横浜市六大事業の一つとして整備が進め
られ、日本最大級の「ものづくりの街」として発展しましたが、近年は工場の転出や

労働力不足などの諸問題に直面しています。今回は、国際総合科学部経営学コース

の学生が、産学官連携のもと、産業団地の魅力の発掘・発信を目的とした体験型イ

ベント「Aozora Factory2017」を開催し、地域活性化に繋げた取組を紹介します。

Aozora Factory＠三井アウトレットパーク横浜ベイサイド
（H29.12.9  実施）

～産学官連携の体験型イベント
　　　　「Aozora Factory2017」を開催～

製品開発ワークショップ（H29.5.13 実施）

「Aozora Factory 2017」を開催することが決定
しました。（10 月 14 日（土）開催）

　「Aozora Factory2017」は「モノをつくるで、
ミライをつくる」をミッションに掲げ、産業団
地の魅力の発掘・発信に加え、多種多様な人々
の交流が新たな価値（イノベーション）を生み
出していくことを目的とした取組です。4 月に
行われたキックオフイベントを皮切りに、産業
団地の企業や行政関係者とのミーティングやポ
スター・チラシの作成、地元の小学生へのユー
ザーインタビューの実施など、学生たちは約半
年の間、準備に奔走しました。
　開催当日は、中華街でのシェア率 80％を誇る
打ち出し式中華鍋の製作体験や、詰め替え用パ
ウチの技術を応用したスノードーム作り、ス
チール製品の生産過程で出る端材を活用した
ウィンドチャイム作りなど、産業団地が誇る「技
術」や「製品」を見て、触れて、楽しめる 30
種の体験型ワークショップを出展しました。ど
のワークショップもメインターゲットである多
くの親子連れで賑わい、会場は沢山の子供たち
の笑顔であふれていました。当日の来場者数は
約 1,000 名を達成し、延べ 2,600 名もの方々

　この取組に賛同した三井不動産株式会社／三井
不動産商業マネジメント株式会社の協力により、
12月9日（土）に「Aozora Factory＠三井アウトレッ
トパーク横浜ベイサイド」を開催しました。
　産業団地の企業からは「Aozora Factory を
きっかけに新たに企業間での横の繋がりが生ま
れた」といった声を聞くことができました。こ
のように「Aozora Factory」が「新たなイノベー
ション（価値）の創出」の場となったことは、
この取組における大きな成果の一つであると言
えます。
　企業の技術力と行政のサポート、そして学生
ならではの視点と行動力により実現した
「Aozora Factory」は、更なる発展を目指して今
後も取組を進めていく予定です。

にワークショップを楽しんで頂くことができま
した。また、来場者からは「Aozora Factory を
通じてものづくりに興味をもった」「金沢区に
ついてもっと詳しく知りたいと思った」「普段見
ることのできない地元企業の仕事内容を知るこ
とができて良かった」等の感想を頂き、産業団
地の魅力を多くの人に伝えることができました。
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横浜市立大学 平成 25 年度「地（知）の拠点整備事業」選定取組
「環境未来都市構想推進を目的とした地域人材開発・拠点づくり事業」


